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〈今月の市民〉 

人 口／63 ,748 人（-54) 
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世帯数／24,377世帯（+ 3) 
5月31日現在（前月比） 
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～五所川原市消防団定期観閲式～ 

六
月
「
百
、
つ
が
る
克
雪
ド

ー
ム
で
市
消
防
団
定
期
観
閲
式
が
行
わ
れ
、
二
十
分
団

（
五
所川
原

地
区
1
0分
団
、
金
木
地
区
6
分
団
、
市
浦
地
区
4
分
団
）
約
八
百
五
十
人
の
団
員
と
消
防
ポ
ン
プ

車

・
積
載
車
二十
九
台
が
、観
閲
者
の
雨
森
助
役
か
ら
人
員
服
装
・
機
械
器
具点
検
を
受
け
、放
水

演
習
や
堂
々
の
分
列
行
進
を
行
い
、
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
決
意
を
新
 

た
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
行
進
に
は
市
内
の
保
育
園
や
幼
稚
園
二
十
施

設
か
ら
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
特
別
参
加
し
、
「戸
締
り

用
心
 
火
の
用
心
」
と
元
気
に
掛
け声
を
す
る
様
子
に

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

n
HH
】
一
 

ゲ
ー
ト
ボ
 

金
国
の舞
台
 

五
所
川
原
し
デ
ィ
 

全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
青
森

県
予
選
大
会
の
シ
ニ
ア
レ
デ
ィー
ス
の

部
（
6
5歳
以
上
）
で
優
勝
し
た
市
内
金

山
の
チ
ー
ム
 
「五
所
川
原
レ
デ
ィー
ス
」
 

が
五
月
二
十
四
日
、
全
国
大
会
を
前
に

市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

キ
ャ
プ
テ
ン
の
高
橋
京
子
さ
ん
は
、
 

「強
豪
が
多
い
南
部
の
チ
ー
ム
を
破
り

優
勝
で
き
て
う
れ
し
い
。
補
欠
な
し
の

最
小
人
数
5
人
で
臨
ん
だ
こ
と
で
、
そ

れ
ぞ
れ
自
分
が
し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば

と
思
い
、
気
が
ゆ
る
ま
ず
良
い
緊
張
感

が
保
た
れ
た
」
 
と振
り
返
り
、
「全
国

大
会
で
も
実
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ

う
頑
張
り
た
い
」
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
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移
卿
 

響
き
渡
る
 

あ
す
な
考天
太
鼓
躍
動
隊
 

六
月
七
日
、
あ
す
な
ろ
大
太
鼓
躍
動

隊

（
佐
藤広
美
代
表
）
が

「奥
津
軽
虫

と
火
ま
つ
り
」
 
に向
け
練
習
を
開
始
。
 

夜
空
に
大
太
鼓
の
音
が
響
き
ま
し
た
。
 

同
隊
は
、
あ
す
な
ろ
大
太
鼓
で
地
元

の
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
た
い
と
の
有
志

が
集
い
平
成
十
三
年
に
結
成
さ
れ
、
現

在
、
小
学
一
年
生
か
ら四
十
歳
台
ま
で

六
十
人
の
会
員
が
い
ま
す
。
 

奈
良
麻
真
さ
ん
（
中
央
小
三
年
）
は
 

「ま
つ
り
で
た
く
さ
ん
の
人
が
見
て
く

れ
る
の
で
楽
し
い
」
、初
参
加
の
妹

・

彩
加
ち
ゃ
ん

（
同
一
年）
は
「
難
し
い
。
 

が
ん
ば
ら
な
く
ち
ゃ
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
ま
つ
り
本
番
が楽
し
み
で
す
ね
。
 



親
尋
ご

惣
の
し

く
 

1 

青 
力ロ 

瀬 

小 

学 

校 

、ーノ 

嘉
瀬
小
学
校
（
秋
元
和
光
校
長
）
で
は
五
月
二
十

八
日
、
全
校
児
童
百
十
四
人
が紅
組

・
白
組
にわ
か

れ
運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。
学
校
の
沿
革
を
ク
イ
ズ

形
式
に
し
た
障
害
走
や
、
W
杯
サ
ッ
カ
ー
に
ち
な
ん

だ
も
の
な
ど
、
競
技
種
目
は
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
ま
た
、
全
校
児
童
と
保
護
者
に
よ
る
「
嘉
瀬

の
奴
踊
り
」
 
があ
り
、
そ
ろ
い
の
は
ん
て
ん
に
赤
い

手
甲
と
脚
紳
を
身
に
ま
と
い
、
輪
に
な
っ
て
楽
し
く

踊
り
ま
し
た
。
児
童
代
表
の
秋
元
恵
梨
香
さ
ん
（6
 

年
）
が
「日
頃
の
練
習
の
成
果
が
発
揮
で
き
、
地
域
の

皆
さ
ん
と

一
緒
に踊
る
事
が
出
来
ま
し
た
」
と
お
礼
 

を
述
べ
ま
し
た
。
 

市
 
ー

ハ
 

市
浦
小
学
校
（
工
藤
諭
校
長
）
は五
月
二
十
八
日
、
 

全
校
児
童
百
十
六
人
が
参
加
し
運
動
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
内
藤
千
尋
さ
ん

（1
年
）
の
選
手
宣
誓
に
続

い
て
、
各
種
競
技
に
入
り
ま
し
た
。
 

全
校
児
童
に
よ
る
 
「よ
さ
こ
い
ダ
ン
ベ
ル
加
」
 
は
、
 

紅
白
の
フ
リ
ル
を
付
け
た
木
製
の
ダ
ン
ベ
ル
を
使
い
、
 

力
強
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
踊
り
に
観
客
か
ら
大
き
な
拍

手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
白
組
の
代
表
新
岡
紗
季
さ

ん

（6
年
）
は
、
「み
ん
な
の
前
で
や
れ
て
気
持
ち
よ

か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

、
 
沖
飯
詰
小

学
校
 
マ
 

沖
飯
詰
小
学
校

（
藤
本
明
敏校
長
）
で
は
六
月
四

日
、
全
校
児
童
五
十
九
人
に
よ
る
運
動
会
が
催
さ
れ
、
 

校
庭
狭
し
と
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
 

徒
競
走
が
得
意
な
児
童
も
障
害
物
競
争
の
ク
イ
ズ

が
苦
手
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、
応
援
す
る
拍

手
と
声
に
熱
が
入
り
ま
し
た
。
主
将
を
務
め
た
白
組

の
高
橋
萌
さ
ん

（6
年
）
は
 
「み
ん
な
練
習
し
た
成

果
が
出
せ
て
良
か
っ
た
」
、赤
組
の
松
津素
裕
さ
ん
（6
 

年
）
は
「
小
学
生
最
後
の
運
動
会
、
精
一
杯
走
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

ヤ
マ
メ
の
稚
魚
放
流
 

“自
欄
川
漁
業
協
同
組
合
 

六
月
九
日
、
旧
十
川
漁
業
協
同
組
合
 

（
長
谷川
清
勝
組
合
長
）
は
自
然
環
境

保
護
活
動
の
一
環
と
し
て
、
飯
詰
川
と

金
木
川
に
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
一
万
五
千
匹

余
り
を
放
流
し
ま
し
た
。
同
組
合
は
、
 

四
十
年
以
上
も
こ
の
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
は
、
数
年
後

に
は
大
き
く
な
っ
て
遡
上
し
て
来
る
こ

と
を
願
い
、
元
気
な
稚
魚
を
流
れ
に
放

し
ま
し
た
。
 

長
谷
川
組
合
長
は
 
「こ
の
活
動
が
、
 

き
れ
い
で
自
然
豊
か
な
私
た
ち
の
ふ
る

さ
と
の
川
を
取
り
戻
す
一
助
と
な
り
、
 

釣
り
な
ど
が
出
来
る
憩
い
の
川
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
継
続
 

し
て
行
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
した
。
3
 

学 

校 

マ 
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‘
ひ
ば
の
樹
大
学
…
校
歌
斉
唱
 

●

北
辰
大
学
…
ク
ラ
ブ
活
動
を
計
画
 

麟購轟鷺cr),SL 苦 cTI 

善
意
の
花
か
こ
 

罵
換
釜
延
寄
勧
 

愛
留
美
（
ア
ル
ミ
）
会
 

意
欲
を
も
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
 

5

生
涯
学

習
講
座
始
ま
る
ー
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六
十
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
と
し
た

生
涯
学
習
講
座
が
今
年
度
も
開
講
し
、
 

受
講
生
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
ク
ラ
ブ
活
動
を
ス
タ

ー
 

ト
さ
せ
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
地
区
の
「
北
辰
大
学
」
は

五
月
十
日
に
始
ま
り
、
開
講
式
で
新
受

講
生
を
代
表
し
成
田
呈
さ
ん
があ
い
さ

つ
。
式
後
は
手
芸
や
歌
謡
な
ど
ク
ラ
ブ

別
に
分
か
れ
、今
年
度
の
活
動
を
計
画

し
ま
し
た
。
北
辰
大
学
の
今
年
度
の
受

講
者
は
二
百
三
ト
二
人
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
五
月
三
十
日
、
金
木
地
区
で

は
今
年
で
二
年
目
と
なる
 
「
ひ
ばの
樹

大
学
」
 
の
開
講
式
が
行
わ
れ
、
受
講
生

を
代
表
し
て
中
谷
弘
さ
ん
が
「意
欲
を

も
っ
て
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
」
 

と
誓
い
ま
し
た
。
ひ
ば
の
樹
大
学
の
受

講
生
は
新
入
生
四
人
を
加
え
、
六
十
一

人
と
な
り
ま
し
た
。
 

市
浦
地
区
の
「
寿
大
学
」
は
、
ま
も

な
く
今
年
度
の
開
講
を
迎
え
、
3
校
と

も
二
月
ま
で
8
、
1
2回
の
講
座
と
ク
ラ

ブ
活
動
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

市
浦
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
 

「愛
留
美
（
ァ
ルII、
）
会」
（
黒川
泰
子
会

長
）
は
五
月
二
十
五
日
、
市
浦
小
学
校
 

（
工藤
諭
校
長
）
の
野
球
ク
ラ
ブ
、
サ

ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
（
五
万
円
ず
つ
計
十
五
万円
を
寄
付

し
、
子
ど
も
達
が
 「大
切
に
使
い
ま
す
」
 

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
会
は
市
浦
地
区
で
ア
ルミ
の
缶
や

プ
ル
タ
ブ
を
集
め
て
換
金
し
、平
成
十

四
年
度
に
市
浦
社
会
福
祉
協
議
会
と
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 
「す
わ
ん
の
里
」
 

ヘ
ア
ル
ミ
製
の
折
り
畳
み
式
車
椅子
を

数
台
、
十
六
年
度
に
市
浦
小
学
校
へ
全

教
室
の
カ
ー
テ
ン
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
 

今
回
の
寄
付
に
あ
た
り
、
黒
川
会
長

婆

」
のお
金
が
ど
の
よ
う
に
し
て
出
来
 
 た

か
を
説
明
し
、
「地
域
の
皆
さ
ん
が

空
き
缶
回
収
に
協
力
し
て
く
れ
た
こ
と
、
 

リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
地
域
環
境
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
子
ど
も

達
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。
 

ど
つ
も
あ
り
がと
う
「」ざ
い
ま
し
た
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
天
理
教
東
松
島
分
教
会
青
空
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
小
野
興
道
代
表
）
H
訪
問
 

（
施
設
内
外清
掃
、
毎
月
一
回
）
。
 

〇
太
子
食
品
工
業
株
式
会
社
（
工
藤
茂

雄
社
長
）
【
寄贈
（
薄
切
り
こ
ん
に

や
く
五
十
人
分
）
。
 

⑨
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ
 

〇
木
村
政
章
さ
ん

（
西
津
軽
郡深
浦
町

大
字
関
字
栃
沢
八
〇
）H
寄
贈
（
木

製
ベ
ン
チ
四
基
）
。
 

〇
鶴
谷
久
美
子
さ
ん

（
本
町五
五

ー
 

H
寄
贈
（
鏡
付
衝
立
）
。
 

⑥
働
く
婦
人
の
家
へ
 

〇
働
く
婦
人
の
家利
用
者
会
（
新
岡
み

よ
志
会
長
）
H
奉
仕
（
ホ
ー
ル
、
講

習
室
や
調
理
室
な
ど
館
内
を
清
掃
）
。
 

,
 



そばもち ’川倉ふれあいセンター 

JJ)JO工部会のーか 
川倉地域に残る 「そば「’ ' 

料理」から3品を作っ しア懸
ていただきました。 ， 輩 

そばぞうすい 

そば団子が入った雑炊です。冬に作ら

れることが多く、体がよく温まります。 

そば粉とむぎ粉を

使ったおやつ。簡

単にたくさん（が

っぱらど）作れ、 

農作業の休息時に

食べたり、子ども

達のおやつとして

作られます。 

そば粉ともち粉を

まぜた外皮であん

を包み、噛むとか

すかにそばの香り

がします。 

お祝いのときに作

られます。 

がっばらもち 

鋒中 盟 

こしよがわら 

Vo1.2 

川倉のそ tf. 

品種：階上早弓

価格：一袋（50 

■伝え残される食文化 

川倉地域では、減反政策により 

「そI幻 の生産力社曽えていますが、 

実は昔から「そば」を作付けして

いた歴史があり、食文化として今 

日まで様々な料理が伝え残されて 	● 

います。 

ば打ち体験者 
川倉ふれあいセンター農産物加工部会公(53)2095白川公(52)4577泉谷

川倉の「そば」を使って「手打ちそば」を自分でつくり、味わ

つてみませんか。親子、子ども会での参加大歓迎です。 
●毎月第2日曜日開催 10時30分～ 川倉ふれあいセンター 
◇参加料 1人1,500円（エプロン、三角巾など持参） 
◇申込方法 開催日の2日前までに電話で申し込みください。 
※参加10人以上の場合、通常の開催日以外でも年間を通じ「そ

ば打ち体験」を受け付けます。また、そば打ち以外（本ページ
掲載の3品）の体験教室も相談に応じています。 
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一⑧:7月9日執行の五所川原市長選挙 

予定者説明会のおしらせ 
五所川原市選挙管理委員会 内線491 ---493 

ー一 ”」一 

ど凶ni1 
」 、パノJ 

みんなの一票大切に！ 

-, 
L 	 

西北中央病院
第4駐車場 

法務局 
第2駐車場 

ー」 

新 生 大 橋 

I 	齢  
L 	ーー一ー 

	1 ら 
五所川原職業能力開発校
五所川原職業訓練協会 
	~ 

J
R五
能
線
 

一
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津
軽
鉄
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一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
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五所川原市

中央公民館 

津
軽
 

五
所
川
原
駅
 、

ー
 
J
R
 

玉
所
川
原
駅
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「
 

一
 
一
 

一
 
一
 

一
 

一
 

原
業
一

川
職
”
 

所
域
馳

五
地
訓
 

五所川原市長選挙の立候補届出などについての説明会を、次のとおり行います。立候補届出

や選挙運動および選挙公営の手続きなどについて説明し、関係書類を配布いたします。立候補

予定関係者は出席してください。 

☆日 時 平成18年 6 月19日囲 午前 9時30分 

☆場 所 五所川原市役所庁舎北棟 5階第 1会議室 

※期日前投票とは（投票日に仕事・レジャーなどで投票所へいけない見込みのある方が、あら

かじめ投票を期日前投票所で行う制度です。） 

今回の選挙から旧五所川原市にお住まいの方は中央公民館 3階第 2控室に変更しましたので

お間違いのないようにお願いいたします。 

●該当する住所地の投票所での投票となります。 

場 	 所 対 	象 	者 

中 央 公 民 館 3階第 2控室 旧五所川原市に住まいの方 

金木総合支所 2階会議室 旧金木町にお住まいの方 

市浦総合支所 青森あすなろホール市浦 旧市浦村にお住まいの方 

電且同前鍛票所勿婆国になりま言， 犀r-Ir1君零記lGl示三ョ元1弓どヒおjョ戸三ヲIにコご,邦pa中‘~、〔期間〕 7月 3 日～7月 8日 
、上」e」上川雲二る灰Jョ匠川契ノーと之え二sUと」×ジンをソ（と刃、~ 	午前 8時30分～午後 8時 

中央公民館に車でお

出での方は公民館駐車

場及び五所川原地域職

業訓練センター駐車場、 

西北中央病院第 4 駐車

場をご利用ください。 

また、指定場所以外は

駐車違反となる恐れが

ありますので駐車しな

いようにお願いします。 

五所川原市役所 公35-2111 	平成18年 6月15日 6 



市
民
プ

ー
ル
開
き

の
お
知
ら

せ
 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
 

m
(5
3)
21
1
1
 内
線

3
1
3
 

内
閣
総
理
大
臣
名
の
 

書
状
を
贈
呈
し
ま
す
 

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
 
業
務
担
当
 

m
o
3
(5
2
5
3
)5
1
8
2
 

臓
0
3
(5
2
5
3
)
5
1
9
0
 

6
帰
町

知
ら
飼
 

「
国
民
健
康保
険
庁
」
を

名
乗
る
督
促
状
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
I・
 

国
保
年
金
課
 
内

線

2
1
7
 

5
月
2
9日
頃
よ
り
、
国
民
健
康
保
険

庁
を
名
乗
り
「
年
金
未
納
期
間
が
あ
る

方
、
住
民
税
の
未
納
の
あ
る
方
等
は
、
 

国
民
健
康
保
険
証
の
無
期
限
効
力
停
止

や
預
金
口
座
の
差
し
押
さ
え
等
が
執
行

さ
れ
る
の
で
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
」
 

と
い
う
内
容
の
督
促
状
が
届
け
ら
れ
た

と
い
う
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

「国
民
健
康
保
険
庁
」
と
い
う
国
家

組
織
は
存
在
せ
ず
、
厚
生
労
働
省
及
び

五
所
川
原
市
国
民
健
康
保
険
と
は
無
関

係
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
決
し
て
督
促
状

に
記
載
さ
れ
て
い
る
電
話
番
号
に
連
絡

を
し
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

●

7
月
7
日
国
、
8
月
2
7日
同
 

午
前
の
部
 
9
時
、
1
2時
 

午
後
の
部
 
1
3時

、
1
6時
4
5分
 

※
天
候
等
に
よ
り
遊
泳
が
で
き
な
い
と
 

き
は
休
館
と
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
 

都
合
に
よ
り
時
間
変
更
も
あ
り
ま
す
。
 

「
す
て
っ
ぷ
立
侵
武
多
会
」
 

ダ
ン
ス
参
加
者
募
集
 

N
P
O
法
人
子
ど
も
不
ッ
ト
ワ

ー
ク
・
 

す
て
っ
ぷ
 

m
菰
）
2
1
7
0
 

子
ど
も
達
の
侵
武
多
が
今
年
も
出
陣
“
【
 

オ
リ
ジ
ナ
ル
ダ
ン
ス
に
あ
な
た
も
参
加

し
ま
せ
ん
か
。
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
 

当
日
来
れ
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●

6
月
2
4日
田
 
1
1時

、
 

地
域
福
判
セ
ン
タ

ー
 

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

（
事

変
地
の
区
域
又
は
戦
地
の
区
域
）
に
派

遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ

た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
及
び

旧
陸
海
軍
十
字
看
護
婦
の
方

（
慰
労給

付
金
受
給
者
は
除
く
）
に
対
し
て
、
そ

の
御
苦
労
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大

臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
 

◆
御
本
人
ま
た
は
御
家
族
な
ど
か
ら
の

御
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

◇
請
求
期
限
 
平
成
1
9年
3
月
3
1日
 

◇
請
求
用
紙
 
市
役
所
保
護
福
祉
課
庶

務
係
（
内
線
2
9
0
）
に
あ
り
ま
す
。
 

（
総務
省
大
臣
官
房
管
理
室
（
も
直

接
お
問
い
合
わ
せ
で
き
ま
す
。）
 

五
所
川
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

皿
（
3
4)8
8
4
4
 

パ
ソ
コ
ン
無
料
体
験
講
座
 

●

6
月
3
0日
国
 
1
5時

、
1
6時
 

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
 

※
初
め
て
の
方
大
歓
迎
ー
 
先
着
1
0名
 

シ
ル
バ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室
 

初
歩
か
ら
始
め
る
高
齢
者
入
門
教
室
 

●

7
月
1
日
、
9
月
3
0日
の
毎
週
土
曜
 

日
9
時

、
1
2時
 

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
 

※
先
着
2
0名
 

◇
受
講
料
 
月
4
0
0
0
円
 

（
教材
費
は
別
途
）
 

職
場
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
会
 

青
森

労
働
局
雇

用
均
等

室
 

皿
0
1
7
（
創
）4
2
1
1
 

職
場
で
受
け
た
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
よ
り
精
神
的
苦
痛
を
感
じ

て
い
る
女
性
労
働
者
の
皆
さ
ん
（
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
相
談
日
を
設
け
ま
し
た
。
 

●

定
例
相
談
 
毎
月
第
1
火
曜
日

午
前

（
予
約制
）
 

●

特
別
相
談
会
 
6
月
3
0日
岡
 

1
0時
、
1
7時
（
予
約
制
）
 
 

◇
会
場
 
青
森
合
同
庁
舎

（青
森
市
）
 

◇
相
談
料
 
無
料

（相
談
時
間
は
相
談

者
1
名
あ
た
り
1
、
2
時
間
程
度
）
 

◇
申
込
方
法
 
前
日
ま
で
に
電
話
予
約
。
 

都
合
が
合
わ
な
い
場
合
は
日
程
調
整
り

※
相
談
会
以
外
で
も
、
当
室
の
職
員
が

随
時
、
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

子
育
て
の
公
開
講
演
・講
座
 

青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
 

m
o
l
7
（
朋
）1
2
5
3
 

臓
0
1
7
（
湖
）
1
2
7
9
 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

（
無
料）
 

◇
申
込
方
法

…
7
月
3
日
の
ま
で
に
、
 

電
話
ま
た
は

F
A
X
で
「
公
開
講

演
・
講
座
名
、
市
町
村
、
氏
名
、
電

話
番
号
」
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

自
動
車
税
の
納
付
は
 

お
早
め
に

H」
 

納
税
窓
ロ
の
 

休
日
開
設

・
時
間
延
長
 

五
所
川
原
県

税
事
務
所
 

m
(3
4)3
1
4
1
 

県
で
は
、
自
動
車
を
お
持
ち
の
皆
さ

ん
（
6
月
2
日
に
自
動
車
税
納
税
通
知

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
納
付
期
限
は
 

6
月
3
0日
岡
で
す
の
で
、
お
早
め
に
お

近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
な
ど

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
次
の
と
お
り
納
税
窓
口
の
開

設
と
時
間
延
長
」
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

◇
窓
口
取
扱
時
間
 

・

6
月
2
4日
田
、
2
5日
⑧
 

8
時
3
0分

、
1
7時
1
5分
 

・

6
月
2
6日
の
、
3
0日
岡
 

8
時
3
0分

、
2
0時
 

No. 期日 時 間 演 	題 会 場 

I
  

7/7 
囲 

10: 3O~ 
12:00 

子どもの育ちゆく土壌と新レい国／ 
天阪人間科学大学教授・服部祥子 

青
武
 
森
道
 
県
館
 

 
n
ノ
」
 
 

7/25 
閃 

?
  

・

ー

《h
J
 

0
3
 
0

0
  

軽度発達障害の理解と対応／筑渡大 
季天学暁人間総合科学研究科教授’ 
宮本信也 

弘 	前
市民会館 

っ。
 
 

7 /26 
(*) 

10:00~ 
15:00 

子ども虐待の理解と対応 大阪大学 
人間科学部助教授・西津 哲 青

武
 
森
道
 
県
館
 

 

『4
  

8
 
／
困
 

7
  

10:00~ 
15:00 

子どもの心の発達そレて「心の起源」 
ソ国立病暁医療センタ七仙台医療セ 
ンラ二小児科医長・田津雄作 

青
武
 
森
道
 
県
館
 

一
『
〕
 

 
8
  

/
(
i
i
)
 

 

、
 

 05
 
0
0
 
0
0
 

 

青少年の問題行動の背景とその理解 
／京都女子大学発達教育学部助教授 
鷹井亮ー 

板柳多目 
的ホ―ル 
あふる 

6月30日（金）は 
市（県）民税第1期の‘ 
納期限です。 	’ 
ー一忘れずに 
納めましよう。 

収納課 内線431 -439 

平成18年 6 月15日 五所川原市役所 公35- 2111 《I
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丑35-21 Ii 	平成18年 6 月15 Fl 五所川原市役所 

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

学
務
援
助
課
 
皿
（3
7)
3
2
01
 

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

凪
（3
5)
2
01
9
 

火災・救急/11動概況醐 

間合せ／五所川原地区消防事務組合消防本部丑35・2019（ 内線25) 

区 分 
火 救 	急 救 	助 

月別 累計 月別 累計 jl 別 累‘t「 
平成18年 3 18 185 894 7 21 
平成17年 3 21 152 837 5 27 
比 	較 0 △ 3 △ 33 57 2 △ 6 

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

放
送
へ
の
完
全
移
行
 

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
は
、
平

成
1
5年
1
2月
1
日
か
ら
関
東
、
中
京
及

び
近
畿
の
一
部
で
開
始
さ
れ
、
平
成
1
8
 

年
末
ま
で
に
は
、
全
て
の
都
道
府
県
庁

所
在
地
に
て
開
始
さ
れ
ま
す
。
現
行
の

地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
に
伴
い
、
平

成
2
2年
1
1月
2
4日
ま
で
に
終
了
し
ま
す
。
 

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
視
聴

す
る
に
は
、①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

の
テ
レ
ビに
買
い
換
え
る
 
②
地
上
デ
ジ

タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足
す
 
③
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
済
み
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
視
聴
す
る
等
の
方
法
があ
り
ま
す
。
 

●

お
間
い
合
わ
せ
先
 

・

受
信
相
談
／
総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受
信
セ
ン
タ

ー
 

皿
0
5
7
0
(0
7)
0
10
1
 

・

視
聴
ェ
リ
ア
／
囲
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
推
進
協
会
 
ht
t
p】w
w
w
d

~p
a・o
rJ
P
 

津
軽
金
山
焼
「燃
え
る
奥
津
軽
」
 

津
軽
金
山
焼
窯
業
協
同
組
合
 

皿
（2
9)3
3
5
0
 

●

6
月
1
7日
田
、
3
0日
固
 
9
、
1
7時
 

・

窯
出
し
即
売
会
（
新
作
・
季
節
品
）
 

1
7日
田
…
大
窯
・
バ

ー
リ
ー
窯
 

2
5日
回
…
小
窯
 

・

秀
光
・
理
紗

「
独
立展
」
 
ほ
か
 
 

マ
イ
コ
ン
搭
載
型
 

簡
易
口
ボ
ッ
ト
の
製
作
 

ラ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作

を
通
じ
て
ワ
ン
チ
ッ
プ
マ
イ
コ
ン
の
制

御
技
術
を
習
得
し
ま
す
。
製
作
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
は
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。
 

● 7
月
2
2田
、
2
3回
、
2
9日
田
 

(3
日
間
）
8
時
4
5分

、
1
7時
 

◇
対
象
者
 
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
ゃ
マ
イ
コ
 

ン
制
御
技
術
を
習
得
し
た
い
方
 

◇
受
講
料
 
1
2
5
0
0
円
 

◇
申
込
締
切
 
6
月
3
0日
国
 

※
使
用
E
具
は
受
講
者
に
て
準
備
。
 

統
計
手
法
を
活
用
し
た
 

品
質
管
理
実
践
 

統
計
的
品
質
管
理
に
必
要
な
検
定
と

推
定
を
は
じ
め
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
演
習
を
中
心
に
そ
の
技
法
を
学
習
。
 

●

7
月
2
5日
因
、
2
8日
国
 

(4
日
間
）
9
時
3
0分

、
1
6時
3
0分
 

◇
対
象
 
品
質
管
理
部
門
に
お
け
る
管
 

理
者
の
方
、
ま
た
は
今
後
リ
ー
ダ

ー
 

の
役
割
を
担
う
方
 

◇
受
講
料
 
1
0
0
0
0
円
 

◇
申
込
締
切
 
7
月
1
0日
囲
 

C
A
D
に
よ
る
 

機
械
設
計
製
図
 

A
u
t
o
c
A
D
に
よ
る
二
次
元
 
 設

計
・
製
図
作
業
に
必
要
な
各
種
機
能

特
徴
を
理
解
し
実
務
作
業
に
関
す
る
知

識

・
技
能
を習
得
し
ま
す
。
 

●

7
月
3
1日
の
、
8
月
2
日
困
 

(3
日
間
）
9
時
3
0分

、
1
6時
3
0分

◇
対
象
 
c
A
D
シ
ス
テ
ム
で
の
機
械

製
図
に
従
事
し
、
職
場
の
中
で
中
核

的
な
役
割
を
担
う
方
、
ま
た
は
一
般

の
方
で
2
次
元
c
A
D
に
興
味
の
あ

る
方
 

◇
受
講
料
  
9
0
0
0円
 

◇
申
込
締
切
 
7
月
1
4日
国
 

⑥
ど
の
コ

ー
ス
も
、
申
込
み
少
数
に
よ

り
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

税
務
職
員
募
集
 

（高
校
卒
業
程
度
）
 

人
事
院
東
北
事
務
局
 

m
o
2
2
（勿
）2
0
2
2
 

仙
台
国
税
局
人
事
第
ニ
課
 

皿
0
2
2
（
鰯
）1
1
1
1
 

内
線
3
2
3
6
 

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
国
の
財
政
を
支
え
る
税
務

職
員
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

◇
受
験
資
格
 
昭
和
6
1年
4
月
2
日
、
 

平
成
元
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

◇
申
込
締
切
 
6
月
2
7日
因
 

◇
受
験
申
込
書
の
請
求
 
五所
川
原
税

務
署
皿
（3
4)3
1
3
6
、
仙
台
国
税

局
人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事
院
東
北

事
務
局
ま
で
 

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
 

予
防
課
 
内

線
2
3
・
5
4
 

●

7
月
2
0日
困
、
2
1日
国
 
2
目
問
 

◇
会
場
 
ォ
ル
テ
ン
シ
ア
 

◇
対
象
者
 
消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い

る
防
火
対
象
物

（
学
校
・病
院

・
店

舗
等
）
で
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業

務
を
遂
行
で
き
る
管
理
的
、監
督
的

江
場
に
あ
る
方
 

◇
受
付
 
7
月
5
H
泳
ま
で
（ー

・
目

を
除
く
）
定
員
に
な
り
次
第
締
切
 

※
申
込
書
等
は
、
消
防
本
部
予
防
課
及

び
最
寄
り
の
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
 

消
防
設
備
士
試
験
 

予
防
課
 
内

線
2
3
・
5
4
 

●

試
験
日
 
8
月
2
7日
回
 

◇
会
場
 
青
森
工
業
高
等
学
校
 

◇
受
付
 
7
月
1
8日
因
、
2
7日
困
 

消
防
設
備
士
試
験
事
前
講
習
 

予
防
課
 
内

線
2
3
・
5
4
 

共
通
法
令
…
7
月
2
6日
困
1
3、
1
7時
 

構
造
・
整
備等
…
7
月
2
7日
困
9
、
1
7時

◇
会
場
 
青
森
県
教
育
会
館
（
青
森
市
）
 

◇
受
付
 
6
月
2
6日
卿
、
7
月
1
3日
困

※
申
込
書
等
は
、
消
防
本
部
予
防
課
及

び
最
寄
り
の
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
 

み
ん
な
集
ま
れ
I
・
消
防広
場
 

警
防
課
 

内
線
2
8
 

は
し
ご
中
搭
乗
体
験
、
起
振
中
に
よ

る
地
震
体
験
、
ち
び
っ
子
放
水
体
験
な

ど
様
々
な
催
し
物
を
行
い
、
消
防
活
動

を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に紹
介
し
ま
す
。
 

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

●

7
月
2
日
卿
1
3、
1
6時
 
雨
天
中
止

エ
ル
ム
の
街
s
c

（青
森
銀
行
ェ
ル

ム
の
街
支
店
）
駐
車
場
 

.
 

●
 



五
所
川
原
市
国
際
交
流

市
民
の
会
 
会
員
募
集
 

皿
・
献

（3
4)2
9
2
0
 
古
川
 

第
2
4回
 
ウ
チ
ョウ
ラ
ンと

山
野
草
展
示
会
 

五
所
川
原
山
野
草
愛
好
会
 

m
(3
5)6
9
8
0
 
蒔
苗
 

第
2
5回
 
五
所
川
原
市
民

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
 

大
会
事
務
局
（
た
け
み
文
具
店
内
）
 

皿
（3
5)1
7
5
3
 
沢
田
 

2 

（

、
 

市
民

苛

回
ン
 

m
o
80
(
6
0
0
8
)
76
54
 津
島
 

第
1
6回
 
こ
し
ょが
わ
ら

花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎま
つ
り
 

事
務
局
 
皿
（3
5)3
2
75
 
江
良
 

フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集

環
境
対
策
課
 
内
線
2
3
 

立
侵
武
多
の
歌
と
踊
り

参
加
児
童
・
生
徒
募
集
 

第
1
3回
津

軽
野
盆
栽
展

新
規
会
員
募
集
中
H
一
 

や
っ
て
ま
れ
立
侯
武
多
会
 

m
o
9o
(
8
7
8
8
）
フ6
38
 問
山
 

一
 

明
治
神
宮
株
分
け
の
6
9品
種
、
3
万
 

立
侵
武
多
の
踊
り
を
覚
え
、お
祭
り
 
本

の
花
菖
蒲
が
咲
き
誇
る
菊
ケ
丘
運
動

や
イ
ベ
ン
ト
で
一
緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か
。
 公
園
へ
あ
な
た
も
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。
 

●

毎
週
水
曜
日
 
1
8時
、
1
9時
 

●
7
月
7
日
囲

、
9
日
回

中
央
公
民
館
 

菊
ケ
丘
運
動
公
園
 

●

6
月
1
7日
田
、
1
9日
の
 

1
0時

、
2
1時

（
最
終日
は
1
5時
ま
で
）
 

エ
ル
ム
の
街
s
c
 
2
階
 
ェ
ル
ム
 

ホ
ー
ル
 
入
場
無
料
 

◇
主
催
 
津
軽
野
盆
栽
会
 

◇
対
象
 
小
学
4
年
生
、
高
校
生
 

何
百
、
何
T
と
花
の
種
類
は
あ
り
ま

す
が
、
当
地
で
栽
培
で
き
な
い
花
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
興
味
が
あ
る
花

の
名
前
や
栽
培
方
法
を
一
緒
に
調
べ
て

み
ま
せ
ん
か
。
 

当
研
究
会
で
は
、
花
に
関
す
る
こ
と

で
あ
れ
ば
何
で
も
お
手
伝
い
い
た
し
ま

す
。
花
に
関
心
の
あ
る
方
、
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。
 

外
国
人
と
気
軽
に
話
を
し
て
み
た
い

方
、
本
会
の
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
 

定
例
総
会
、
講
演
会
（
無
料
）
を
開
催
。
 

●

6
月
1
8日
回
 
1
0時
、
1
1時
3
0分

中
央
公
民
館
 
事
前
申
込
み
不
要

◇
講
演
会
 
1
0時
3
0分
、
講
師
…
許
徳

昭
（
青
森
中
央
大
学留
学
生
／
中
国
）
 

◇
年
会
費
 
1
0
0
0円
 

全
国
建
築
住
宅
デ
 

五
所
川
原
市
建
築
組
合
 

皿
（
3
5)
28
5
6
 

●

7
月
1
日
山
、
2
日
回
 

北
地
方
教
育
会
館
2
階
 

入
場
無
料
 

◇
主
催
 
五
所
川
原
山
野
草
愛
好
会
 ノ

 

ソ
フ
ト
テ
ー
ー
ス
（
軟
式
庭
球
）
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
 

ス
マ
ッ
シ
ュ
五
所
川
原
 

皿
（3
4)2
4
3
0
 
嶋
口
 

あ
ず
ま
し
や
祭
り
 

訪
間
介
護
あ
ず
ま
し
や
 

m
(3
4)
58
5
6
 

●

6
月
1
8日
回

市
民
体
育
館
 

開
会
式
9
時
 

●

7
月
1
日
山
 
1
0時
、
1
4時
 

あ
ず
ま
し
ゃ
駐
車
場
 

◇
内
容
 
バ
ザ
ー
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
 

ト
、
く
じ
、
ビ
ン
ゴ
、
フ
ラ
ン
ク
フ
 

ル
ト
、
か
き
氷
、
飲
み
物
 
な
ど
 

今
年
も
組
合
貝
が
市
民
の
皆
様
に
奉

仕
し
た
い
と
、
刃
物
研
ぎ
・
住
宅相
談

な
ど
を
行
い
ま
す
。
多
数
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
収
益
金

は
社
会
福
祉
協
議
会
（
寄
付
さ
れ
ま
す
。
 

●

6
月
1
8日
回
 
9
時
、
1
5時
3
0分
 

市
役
所
前
お
祭
り
広
場
 

◇
内
容
 

・

刃
物
研
ぎ
…
一
丁
当
た
り
、
包
丁
2
 

0
0
円
、
ハ
サ
ミ
3
0
0円
、
そ
の

他
の
刃
物
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

・

住
宅
相
談
…
新
築
、
増
築
、
リ
フ
ォ
 

◇
主
な
イ
ベ
ン
ト
 

7
日
岡
…
9
時
3
0分
、
ォ
ー
プ
ニ
ン
 

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
1
0時

、
西
北
五
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 

8
日
田
…
1
2時
3
0分

、
1
4時
3
0分
 

を
フ
オ
ケ
大
会
 

9
日
同
…
1
2時
3
0分

、
1
4時
3
0分
 

竜
巳
憲
二
歌
謡
シ
ョ

ー
 

※
こ
の
他
、
出
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
 

ト
、
野
点
、
歴
史
民
俗
資
料
館

・
旧
 

平
山
家
無
料
開
放
、
写
生
大
会
な
ど
。
 ◇

種
目
 
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
リ
ー
グ
戦

女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
リ
ー
グ
戦

◇
参
加
資
格
 
市
内
に
在
勤
・
在
学
ま

た
は
在
住
の
方
 

◇
参
加
料
 
1
人
5
0
0
円

（小
学
生

は
3
0
0
円
）
当
日
徴
収
 

創
立
か
ら
2
6年
目
に
な
る
ク
ラ
ブ
で

す
。
試
合
に
出
場
し
た
り
、
他
の
ク
ラ

ブ
と
の
交
流
も
し
て
い
ま
す
。
 

●

毎
週
火
・
金
曜
日
 
1
0時

、
1
4時

市
民
体
育
館
 

※
こ
の
他
、
毎
週
土
曜
日
午
前
に
初
心

者
を
対
象
と
し
た
活
動
も
あ
り
ます
。
 

◇
対
象
 
女
性
の
方
 

◇
会
費
 
月
2
0
0
0
円
 

ー
ム
、
 
世
帯
住
宅
等
々
に
つ
い
て
い
 

ハ
ッ
I
・
と
思
う
よ
つ
な
 

花
に
出
会
っ
た
こ
と
が
 

あ
り
ま
せ
ん

か
？
 

金
木
花
弄
研
究
会
 

皿
（5
3)
3
5
24
 
佐
井
川
 

せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
に
家
族
や
友
だ
ち

と
不
要
に
な
っ
た
衣
類
や
日
用
品
な
ど

を
持
ち
寄
り
、
出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●

7
月
8
日
田
‘
9
日
⑧
 
9
、
1
5時

◇
参
加
資
格
…
ど
な
た
で
も
参
加
可
 

◇
出
店
品
目
…
食
料
品
以
外
の
も
の
 

◇
申
込
先
…
6
月
3
0日
岡
ま
で
に
五
所

川
原
家
族
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行

委
1
1会

（
事務
局
環
境
対
策
課
）
へ
 

さ
つ
き
展
示
会
 

五
所
川
原
盆
栽
会
 

m
(3
4)
76
7
0
 
佐
々
木
 

会
員
が
育
て
た
“
さ
つ
き
）
を
ご
覧

に
な
り
ま
せ
ん
か
。
会
員
募
集
中
具
 

●

6
月
1
6日
国

、
1
8日
回
 

中
央
公
民
館
1
階
ロ
ビ

ー
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自分らしさもあなたら」 し同り 
男女共同参画匡 

ピン 

売却物件（土地） 管財課・土地開発公社 内線472 。 473 

番号 所 	在 	地 地目 
面 積 
(mi) 

予定価格 

（円） 

都市計画 
用途地域 

備 	考 

1
  

大字吹畑字藤巻26番1 宅地 1,396.81 24,304, 000 
第一種低層 
住宅専用地域 

。
ノ〕
  

若葉一丁目52番4 宅地 238. 14 4,477,000 
第一種低層 
住宅専用地域 

〔
くu
  

大字七ッ館字鶴ケ沼 

155番6 外1筆 
宅地 216.49 3,074,000 用途指定なし 

4
4
 

 

南部地区土地区画整理
事業82街区10 

宅地 499.67 13,940,000 
第一種低層 
住宅専用地域 

土地開発公社
所有地 

◇売却の方法 一般競争入札により売却します。 

※予定価格以上の最高額で入札した方に、その 

一 	金額で売却することを決定します。 

’ ◇物件の説明等 市役所4階管財課（公社事務局） 

にて説明及び関係書類の配布を行います。 

※入札に参加される方は必ずおいでください。 

（入札日前日までの土・日曜日・国民の祝日 

を除く午前 9時から午後 4時） 

◇入札・開札 7月 5日困 10時から 

市庁舎北棟 5階第 2 会議室 

◇入札参加者の資格 「契約を結ぶ能力を有しな

い方及び破産者で復権を得ていない方」を除き、 

どなたでも参加できます。 

◇入札の無効 入札参加資格のない方のした入札 

及び入札条件に違反した入札は無効とします。 

◇入札保証金 入札金額の100分の 5以上

◇契約の締結 落札決定の日から 7日以内

◇契約保証金 契約金額の100分の 5以上

◇代金の納入期限 契約締結の日から30日以内に 

全額納入していただきます。 

※その他詳細については、管財課（土地開発公社）ハ、お問い合わせください。 

SCENEIJI 地域 
地域の子育て支援サークルでの一場面 

会長の任期満了にともない、みんなで話し合いを行っているところです。 

典子：今日は、今月末で会長の任期が満了するため、新会長の選任について話し合いたいと思います。 
新しい会長に一郎さんを推薦したいと思いますが、みなさんいかがでしょう？ 

―郎：僕は仕事が忙しくてあまり活動に参加できないから、別の人にお願いしたいな・・・。 
典子：でも、他の男性達はサークルに参加してから日が浅いし…。 

あとは女性ばかりだわ。 
和正：どうして会長は男性でなくてはならないのさ？ 

小百合さんはどうだろう？会長として頑張ってくれると思うけど。 
洋子：確かに一番ふさわしいとは思うけど、会長が女性って何だか不安…。 
和正：そんなことないよ、男性・女性にかかわらず、ふさわしい人がやれば 

いいんじゃないかな。 
ー郎：そうだね。小百合さんはこのサークル活動も長いし、熱意も能力もある。 

それに、面倒見もいいし、会長として適任なんじゃないかな？ 
全員】そうだね。新しい会長を、小百合さんにお願いしましょう。 

“指導者やグーダーは男性がふさわしい”? 
“男だからまとめ役、女だから責任を負いたぐない”? 

誰にでも起こりうる身近な場面でしたが、私たちは何かを決める時、偏った考え方を

してはいないでしょうか？ 

五所川原市役所 公35- 2111 	平成18年 6 月15日 10 
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オルテンシアからのお知らせ 
‘賞しませんか。一度、足を運んでみてください～ ノ ~7月はあじさい・花の季節です。オルテンシアのあじさいを鑑賞しませんか。一度、足を運んでみてください～ 

ふるさと交流圏民センター 皿33-2111 

題
字
 
斎

藤
 

〔川
柳
岩
木

吟
社
〕
 

今

日

の
嘘
今

日
真

白
に
洗

い
き

る
 

小
 
野
 
順
 
坊
 

家

計
簿

の
吐
息

へ
重
い

J義
理
の

影
 

蝦
 
名
 
秀
 
丸
 

と
芸
《又
永
わ
ら
 

靴
跡

が

短
気

な

男
演
じ

て
る
 

・

高
 
橋
 

ど

ん

百
姓
の
業

一
粒
の
飯

拾

う
 

加
 
藤
 

彩
 
人
 

闘
犬

に
生
ま
れ

て
修
羅

の
貌

で
生
き
 

坂
 
本
 

ふ
じ

や
 

定
年

の
父

か
ら

消
え
た
火

の
匂
い
 

封
 
馬
 

判
押
し

た

日
か
ら

電

話
が
鳴

り
響

く
 

伊
 
香
 

広
 
翁
 

善
人

を
気

取
る
仮
面

が
重

く
な

る
 

菊
 
池
 

ふ
み
を
 

愛

重
ね
骨

を

重
ね

て
土
に

な
る
 

小
 
野
 

左
千
郎
 

閃 峰 

清
泉
 

特定計量器（はかり）の定期検査 
～五所川原地区～ 

薬局、商店、精米業等で特定計量器（はかり）を使用され

ている方は、 2年に1回の定期検査を必ず受けてください。 

〔注意事項〕 

1．検査当日は、通知書（ハガキ）、検査料（種類によって

異なります。）をご持参ください。（なお、通知書が届か

なくても特定計量器（はかり）をご使用されている場合

は、最寄りの検査場所で検査を受けてください。） 

2．検査を受けていない特定計量器（はかり）は、業務用と

して使用することができません。 

3．通知書記載の日時・場所にて検査を受けることができ

ない場合は、他の日時・場所でも受けることができます。 

お問い合わせ先 
・青森県商工政策課計量検定グループ 皿017-739-8555 
・五所川原市役所商工観光課 皿35-2111 内線384 

検査日 時 	間 場 	所 

7月 4 日 io:oo~ii: 30 毘沙門支所 

関 13:00-14:30 飯詰支所 

7月 5日 10:00--12:00 
困 13:00-15:00 三好支所 

7月6日 io:oo~ii: 30 
（村 13:00-14:30 コミュニテイセンター中川 

7月7日 10:00-li :30 長橋支所 

園 13: 00- 14 : 00 七和支所 

7月18日 i0:oo--ii :30 ごしよがわら市農業協同組合栄支店 

閃 13:00-15:00 ごしよがわら市農業協同組合松島支店 

7月19日 11 :00---12:00 

困 13 : 00- 15 : 00 

7月20日
休） 

10:00-12:00 
五所川原市役所 一般駐車場車庫 

13:00-15:00 

7月21日 10:00-12:00 
徐） 

※12 : 00-13 : 00はお避けください。 

ホールの無料開放 

あじさいが咲き誇る時期、地域の皆さんにコンサート 
ホールとふるさと交流ホールを無料開放します。 
〇7月8日出・ 9日（日）①10時～11時釦分 

② 13時～14時30分 ③15時～16時30分 

〇演劇・合唱の練習、一人で力ラオケ、ピアノ演奏 
〇小ホールの椴帳鑑賞、館内案内 
※営業と判断される場合及びプロの演奏家はお断りします。I 
利用を希望される方はオルテンシアまでご連絡ください。i 
ぐご利用は申し込み順） 

あじさいの苗販売・相談所を開設します‘ I 

販売価格…一鉢301)円、一人 Z 鉢まで。 
種類ーうすあじぎび（ピンク）、墨田の花火（白） 

など20品種300鉢 など20品種300鉢 
あじさいの販売／栽培などの相談日 

7月8日出・ 9 日（日） 9時～巧時 

あなたの作品がオルテンシアに飾られます 

あ（多酋も、、。 
オルテンシアに咲き誇るあじさいの花の写真を募集し 

ます。ふるってご応募ください。 

◇応募方法 ①一人一点。組写真不可、単写真のみ。 
②本人が撮影したものに限る。③応募作品は返却します。 
④写真裏に郵便番号、住所、氏名、電話番号、画題を 
明記した用紙を添付。⑤あじさいはオルテンシアで栽 
培されているものに限ります。 

◇応募先… 9037-0065 五所川原市字幾世森24一15 
ふるさと交流圏民センター事務組合 
あじさい・花のフォトコンテスト係 

◇締切… 8月11日囲 

◇発表… 9月 1日囲 入賞者には直接通知 
※応募全作品を 9月19日から24日まで館内展示。 

◇賞…特選 1点、準特選 2点、入選 6点。入選作品は、 
平成19年 8月末まで館内展示。 

~ 

i 
i 

花の オ ト 目シラ ト 

ii 平成18年 6月15日 五所川原市役所 費35-2111 



健 康 推 進 課 公35-2111（内線223・224・22 
保健センター金木 公53-2111（内線154・155・や 
保健センター市凋 e27-7733 	q 

~ 	 五所川原市食生活改善推進員会 

～エコクッキング～ 

く母と子の相談日（エンゼル教室）) 
お子さんと一緒に遊びの時間をつくり、子育ての楽しさや

悩みを話してみませんか。各地区の開催日は、いずれのご利

用も可能ですので、お気軽においでください。 

◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

開 設 日 実施場所 内 	容 

7 月 5 日困・19日（水） 
10: 00-12 : 00 
13 : 00-15 : 00 

※19日午後は予約が必要
※子育てサロン同時開催 

保健センター 
五所川原 ・各月齢での成長（身

体計測）・発達の確
認、育児、遊び、栄
養（離乳食）の相談 

・子育て等に関する勉
強会、情報交換 

7月28日（金） 
9 :30-11:30 

保健センター 
金木 

7月11日因 
10 : 00-12 : 00 

※母と子のふれあいセミ
ナー同時開催 

保健センター 
市浦 

く  乳 幼 児 健 診 ） 

◆内 容・・・小児科診察、歯科診察（1歳 6 か月児・ 3 歳

児）、身体計測、発達相談、離乳食試食（ 4 か月児）等 

◆受付時間・・・保健センター五所川原 12: 15 -12 :30 
保健センター金木 12 : 30 -12 : 45 

◆持参するもの…母」二健康手帳、バスタオル等 

実施日時 実施場所 対象児／対象地区 

4 か月児 
健 	診 

7 月 4 日
伏） 

保健センター 
五所川原 

全地区 
平成18年2月生まれ 

1歳6 か
月児健診 

7 月25日
吹） 

保健センター 
五所川原 

五所川原地区 
平成17年1月生まれ 

（金木・市iii地区は 8 月に実施） 

歳
  

3健
 
児

診
  

7 月20日 
(*) 

保健センター 
五所川原 

五所川原地区 
平成15イI三 3 月生まれ 

（金木・市浦地区は 8 月に実施） 

*3歳児健診については、事前にアンケート記入等がありますの 
で、個別に通知します。 

. ＜お願い＞ 健診に来れない場合や病院で健診を受けた場合、す 
’プ 

	

	でに健診を受診した場合等は、ご連絡くだされば相談に応じま 
す。五所川原地区での実施については、駐車場が混雑しますの
で、市役所駐車場をご利用ください。 

（献血のご案内 (1 \ス巡回）) 
期 日 時 間 場 	所 

6 月29日休） 

9 :30 -10 :45 金木高校市浦分校前 

ii: 15 --12 :15 市浦総合支所前 

13 : 30 -14 :45 十三漁協荷さばき場横 

15 : 00 -16 : 30 十三公民館前 

7 月 3 日（月） 
（成分献血） 9 :30 --14 :30 保健センター五所川原 

※成分献血は人数に制限があります。ご協力いただける方は 6 
月26日までに健康推進課へご連絡ください。 

 

	乳急 ニー’ヤー iiL  	

 

 

月 日 曜日 医療機関名 住 	所 電 話 
6 月18日 日 潮川内科クリニック 松島町一丁目79 33一0202 
6 月25日 日 対馬内科小児科医院 田町4-5 34-3431 
7 月 2 日 日 瀬川内科クリニック 松島町一丁目79 33-0202 

※ 1．対応時問（電話で確認）9 時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介公34-4999）でも紹介します。 

長芋の草鰯矛乞 

材料（4人分）- 
	(1人分】264kcaり 

長芋 	200g 
豚肉（口ース）・・‘200g 
おろしレようが・・・1かけ分 
しようゆ 	小さじ2 
酒 	小さじ2 
こしよう 	少々 

片栗粉 	適量 

【作り方】 

山しょうがはすりおろす。豚肉は食べやすい大きさに 
切り、Aの調味料につけ下味をつける。 

②長芋は皮をむき、一ロ大の乱切りにし、少し多めの 
油で力リッと妙め揚げる。 

③①の下味のついた豚肉に片栗粉をまぶし、少し多め 
の油で妙め揚げる。 

④ピーマンは短冊切りにする。 
⑤中華鍋に甘酢を煮立て、③の豚肉を加えて少しとろ 

みがでるまで煮る。 
⑥④のピーマン、②の長芋を加えて、煮からめる。 

捨てられがちな長芋の端を利用するのがエコポイント。 
また、長芋の皮も捨てずに油で揚げ、軽く塩をふると、 
長芋の皮のチップスができます。 

第47回青森県精神保健福祉大会 
青森県立精神保健福祉センター 

TEL 017一787一3951 
この大会は、地域の方々及び精神保健福祉関係者や障

害者の参加のもと、精神保健福祉への理解を深めるとと

もに精神障害者が共に地域で暮らせる社会づくりを目指し、 

地域住民の心の健康づくりを促すため開催されます。 

●6月21日（水） オルテンシア 1U33一2111 
12 】30--- 「精神保健福祉事業功労者」の表彰 

13:10～ 講演「自殺予防のためにできること」 
講師 秋田大学医学部佐々木久長助教授 

14:20～ シンポジウム／テーマ「自殺予防の取り組
みはどうあるべきか」／座長・・・青森家精神保健福士
センター渡避直樹所長／助言者‘・・秋田大学医学部佐々

木久長助教授／シンポジスト…山ロみさ子さん、小
山真貴子保健師、藤林正雄さん 

※その他に社会復帰施設作業所等の方々による作品の展

示を予定しています。入場及び駐車場は無料です。 

A 

酢 	大さじ4 
砂糖 	大さじ2 
塩 	小さじ1/2強
ケチャッブ・・・大さじ1 
油 	適量 
水 	1/4カッブ 

ピーマン 	2個 

R譲霧古紙配合率100% 五所川原市役所 公35-2111 	平成18年 6 月15日 12 


